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四
月
一
日
で
平
塚
市
は
記
念
す
べ
き
五
十

歳
を
迎
え
ま
す
。

昭
和
七
年
に
市
制
酬
を
施
行
し
て
以
来
「
商

工
都
市
」
と
し
て
発
援
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
昭
和
二
十
年
七
月
十
六
門
口
大
空
襲
を
受

け
、
一
夜
の
う
ち
に
全
て
を
失
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
戦
後
の
復
興
は
め
ざ
ま
し
く
、

戦
災
復
興
事
業
に
よ
る
区
協
整
理
な
ど
慾
い

切
っ
た
抑
制
市
計
出
闘
を
新
行
し
ま
し
た
。
沼
和

二
十
五
年
に
は
平
塚
競
輪
場
を
間
開
場
し
、
翌

年
の
菱
に
は
第
一
回
七
夕
ま
つ
り
も
始
ま
れ
ソ

平
塚
市
の
発
展
と
紹
介
に
大
き
く
役
立
ち
ま

し
た
。

-m時

門
前
文
M

わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
は
、
東
海
道
五
十

三
次
の
一
つ
の
宿
場
と
し
て
古
く
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
国
鉄
、
が
開
開
通
し
て
か
ら
幾
・

漁
・
出
開
業
に
工
業
が
加
わ
り
、
近
代
的
な
都

市
と
な
り
'
ま
し
た
。
不
中
卒
に
し
て
間
関
東
大
震

災
と
第
二
次
大
戦
に
よ
っ
て
打
繋
を
受
け
ま

し
た
が
、
総
々
し
く
立
ち
震
ワ
、
今
や
期
開
海

開
田
指
の
都
市
と
し
て
発
裂
を
つ
づ
け
て
お
り

ま
す
。

一
方
、
市
町
村
合
併
促
進
の
機
運
に
そ
っ

て
、
間
昭
和
二
十
九
年
か
ら
大
野
町
ほ
か
七
か

村
と
合
併
、
生
産
地
域
と
住
宅
地
域
と
を
も

併
せ
も
っ
た
近
代
的
な
都
市
へ
開
推
進
し
た
の

で
す
。そ

こ
で
、
半
役
紀
を
迎
え
た
一
平
塚
市
を
中
前

夜
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
お
祝
い
し
よ
う
と

い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
計
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
「
市
民
憲
家
」
な
と
が
決
ま

号
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
記
念
式
典
は
、
中
央
公
器
内
務
の
完

成
す
る
七
月
一
円
討
を
中
心
に
行
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

-即時

1
即
時

門
主
文
凶

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
自
然
を
愛
し
、
秩
序
を
ま
も
っ
、
う
る
お
い
の
あ
る
心
を
育
て
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
心
身
を
鍛
え
、
仕
事
に
励
み
、
間
切
る
い
家
庭
を
き
ず
き
ま
す
。

て
わ
た
く
し
た
ち
は
、
抽
出
域
の
行
事
に
す
す
ん
で
参
加
し
、
友
愛
の
由
利
を
広
げ
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
心
を
会
わ
せ
、
安
全
な
ま
ち
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

て
わ
た
く
し
た
ち
は
、
教
養
を
認
め
、
文
化
を
は
く
く
み
、
世
界
に
援
を
開
聞
き
ま
す
。

なでしこF者渓の才E

作
品
に
丹
沢
、
商
に
z

一
品
土
を
仰
ぎ
、
海
は
相

撲
輔
僻
(
な
だ
〉
に
慰
み
、
お
だ
や
か
な
四

季
、
曲
軍
か
な
水
な
ど
由
国
然
の
環
境
に
め
ぐ
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ち
を
一
層
住
み
心
地
の
よ
い
都
帝

に
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
わ
た
く
し
た
ち
の
糞

径
で
す
。
市
部
五
十
周
年
に
あ
た
っ
、
わ
た

く
し
た
ち
平
即
時
市
民
の
生
活
指
療
と
し
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
判
制
定
し
ま
す
。

くすのき市災の木



(2) 2量殺も

白
蛇
旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
諸
宗
)
、
釦
川
出
掛
摺
〈
削
単
純
蹴
賀
県
)
y
F
-
新
組
、
変
凝
暑
@
野
外
キ
ャ

b
ん
む
狩
D
、
冬
混
虫
@
ス
キ
1
・

円V
溢
車
花
巻
温
盛
描
〈
単
純
硫
化
水
門
V

四
季
の
特
徴
器
山
菜
e

ハ
イ
キ

y
プ
来
ス
ポ
ツ
合
宿
、
執
A

紅
葉
・
ス
ケ
ー
ト
。

ー

へ
悔
し

「
体
聾
田
郷
〈
吉
と
ど
が
、
軍
棋
の
喜
市
と
伊
ム
且
の
天
城
潟
ケ
晶
町
に
ζ

の
ほ
P
決
ま
っ

た
。
体
謹
白
揮
は
震
が
摺
れ
た
間
熱
量
白
星
や
人
情
味
ま
れ
た
現
地
の
み
な
苧
古
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
ス
千
Y
や
レ
ク
H
z
iショ

ン
、
文
化
活
動
を
通
し
て
、
由
民
自
第
二
の
故
郷
宇
レ
て
親
し
ん
で
い
た
だ
ζ
フ
介
選
定
し
た
も
自
で
品
る
。
哨
同
町
印
式
は
、
卵
丘
の
天
城
溺
ケ
砧
釘

が
閥
均
十
二
沼
、
花
登
市
は
賂
万
二
十
七
日
ピ
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
調
印
式
ゼ
捕
結
さ
れ
る
と
、
混
抽
出
ス
ポ

l
y施
設
や
文
化
廠
A
が
利
川
で

君
、
宿
泊
施
設
や
磁
果
等
も
割
引
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
白
各
縄
山
川
崎

成
金
も
出
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
末
武
〈
お
討
さ
古
い
し
、

い
.
な
お
、
照
白
は
地
填
づ
く
り
諜
が
担
当
じ
で
い
る
が
、

"ゐ 缶約

ベ 。，.，.， 

鉛j霊泉スキー主義いで湯のスキ」場としてにぎわう

花巻氾泉郷随ーのスキー場。;本措斑の97イ7/トス

ラロームコースiJ.tピギナ用のパ-/まであり、スキ

花
巻
市
は
岩
手
県
田
中
央
部
に
位
震
る
。
来
、
み
そ
、
食
務
総
な
ど
持
芋
レ
し
む
ば
せ
る
棋
郷
な
げ
r
文
化
問
皆
時
も
イ
ク
リ
ン
ゲ
ロ
ト
ド
、
}
一
む
一
ス
コ

l
h

し
、
北
上
川
の
上
駒
山
に
治
事
人
口
六
万
て
の
ん
び

P
と
耐
融
市
棋
に
ぴ
た
り
、
自
由
豊
か
で
あ
る
。

V
文
化
施
設
文
化
会
担
、
高
村
光
太

九
日
十
人
、
面
輔
一
一
一
八
四
@
七
一
一
一
平
方
討
に
貴
睡
し
て
徳
治
で
き
る
揖
館
で
あ
門
花
巻
市
の
紹
介
〕
開
山
寝
1

宮
沢
賢
治
記
念
館
、
花
巻
端

的
蓋
し
い
自
棋
に
感
ま
れ
た
「
文
化
観
る
。

ζ
ζ

は
、
鹿
洋
諸
が
部
門
わ
る
と
、
マ
人
口
六
万
九
千
五
百
七
十
五
人
跡
、
開
水
需
用
心
箆
敷
、
パ
ラ
一
翻

光
都
市
」
で
品
る
e

揖
幾
り
た
な
び
〈
近
揮
白
農
家
が
や
っ
て
き
て
、
そ
ζ
に
マ
栓
帯
散
一
万
九
千
五
百
一
一
一
-
十
九
戸
マ
名
針
。
術
開
醐
・
開
典
イ
ギ
リ
ス
踊
開

花
巻
樋
畏
掘
は
、
み
ち
一
の
〈
の
情
趣
唾
一
種
独
特
由
コ
ミ
ス
ニ
一
ア
イ
が
芽
ば
円
V

交
通
東
北
京
臨
花
巻
訳
、
車
逝
穏
岸
、
高
村
光
文
部
記
念
揮
、
花
勢
調
巣

た
か
な
山
々
に
踊
閉
ま
れ
た
同
情
説
自
然
公
ぇ
、
縁
談
璃
立
と
い
っ
た
心
由
手
れ
あ
内
抗
苧
花
巻
空
港
、
買
お
自
動
車
道
郷
、
議
決
瓶
、
競
開
山
王
山
、
円
万
寺
観

閣
で
、
禁
じ
い
自
前

ι盟
議
な
湯
盤
は
い
由
揖
に
も
な
る
ζ
と

が

あ

る

。

マ

ス

ポ

i
y
-
レ
ク
端
部
間
野
球
場
、
昔
、
将
棋
寺
内
、
わ
ん
ζ
そ
ば
、
花
巻

旅
情
を
な
ぐ
さ
め
て
〈
れ
る
憩
い
自
調
ま
士
、
詩
人
宮
沢
置
拍
誕
生
ゆ
か
り
市
営
ゴ
ル
フ
損
、
ス
キ
j
場
、
睦
ト
弱
ま
つ
り
、
銘
踊
D

で
あ
る
。
な
か
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
自
抽
で
あ
hu、
包
医
高
村
光
太
田
が
臨
技
揖
、
体
胃
線
、
ス
ケ
ー
ト
端
、
ク
レ
マ
宿
泊
施
設
ユ
j
ス
ホ
ス
テ
ル
、
溺

と

Lτ
入
院
刊
の
あ
る
自
炊
識
掘
が
あ
年
場
合
し
た
山
慈
と
記
茸
錦
、
健
史
を

i
射
撃
議
、
野
外
活
動
セ

yhm1、
サ
間
関
年
金
保
曙
セ

yタ
i
、
温
泉
旅
恕
、

わ
が
国
即
時
刻
界
の
い
ぽ

で
、
詩
人

ιし
で
も
輝
や
レ
hv紫
舗
を
揖
ん
た
溺
村
光
太
福

田
議
伊
、
滋
品
が
約
め
わ
れ
て
い
る
。

花巻滋泉 大正12年}大滋躍抽として開設された東北有数の温泉

地。関車主観光旅館、宿泊描設、貸別荘、パラ圏、駿上競技場、ゴル

フ場、テニスコ ト、遊額抽などがあり、理描よく盤摘されている

観光保盤地図

電

。
一
一
八
人
世
帯
融
七
、
四
戸
)
八

5
月
第
一
倍
前
会
議
員
選
挙
定
員
一
一
O
名
@
初
代
滅
長
滋
藤
蘇

8
鳥
羽
代
雨
量
に
前
町
長
で
市
長
代
理
由
鈴
木
持
芹
が
就
任

8
年
S
月
8
日
第
二
代
市
長
に
喝
崩
謹
也
就
任

9
年
4
月
1
自
市
立
実
斜
高
等
女
学
校
が
発
日
比
(
県
史
高
浜
高
校
前
身
)

叩
年
9
免
2
山
口
市
立
平
塚
第
四
尋
常
小
学
校
制
緩
(
混
富
士
見
小
学
校
)

詑
年
7
月
平
明
暗
器
開
に
市
営
プ
i
ル
開
場
〈
現
総
域
ケ
行
プ
ー
ル
〉

口
年
拍
月
第
三
代
前
提
に
鼠
田
敬
拍
就
任

同
年
ロ
月
7
R
県
立
平
理
工
業
学
校
蝿
摂
か
ら
移
転
〈
現
平
壇
工
業
高
)

同
年
4
月
1
日
市
内
田
小
学
校
五
校
が
名
品
仲
を
開
児
学
校
と
改
柿

4
月
市
立
間
四
欝
鐙
が
平
壇
殴
民
噌
較
の
一
唱
に
開
設

打
年
4
月
i
岡
市
制
十
閥
単
祝
賀
式
警
行
。
人
口
四
六
、
九
瓦
六
人
、
世

帯
散
八
、
九
九
0

4
月
間
河
口
米
国
蝿
撃
機
B
あ
が
宜
市
と
笠
を
初
出
て
飛
来

同
母
1
克
第
四
代
市
長
に
樺
原
忠
治
郎
就
任

s月
8
臼
摂
鶴
轄
報
よ
帯
域
帯
朝
田
サ
イ
レ

y
吠
鴫
と
轄
舗
試
験

却
年
7
月
間
日
米
国
自
川
議
機
B
拍
大
挙
平
壇
上
空
に
飛
来
し
て
続
前
向
夢
等

を
出
叫
下
。
市
域
の
七

σMm揖
担
ヂ
の
出
馬
辺
前
村
も
被
災

9
月
平
壇
市
内
に
米
留
鞄
軍
部
酷
が
A
嶋監

目
年
3
月
間
日
平
時
世
慣
興
事
業
所
が
須
緊
H
L
開
説
。
区
闘
笹
舟
一
は
じ
ま
る

幻
年
2
月
刊
以
百
平
揖
商
工
会
詰
所
設
立
。
合
員
六
六
O
名

4
局
油
日
公
選
L
よ
る
車
一
極
一
一
市
長
選
ぶ
楠
揮
構
太
揮
労
酒
場
し
、
第

五
代
市
長
に
就
任
す
る
e

部
年
4
月
詰
円
選
第
六
代
就
任

5
A
5
8
轟
諸
制
由
新
制
中
学
創
立
す
。
早
塩
市
は
問
問
校
関
根

油田月
1
自
市
内
の
小
学
校
由
校
名
を
扇
在
自
根
君
L
変
受

お
年
日
月
2
臼
平
壇
市
間
前
審
誼
稜

同
年
2
烏
第
一
鶴
市
営
観
層
型
戸
車
韻
濡
婚
で
開
銭

8
A
M品
告
を
テ
ィ
品
川
甑
平
壇
南
山
に
混
京
謡
、
寵
福
田
全
半
壊
一
九
戸
等

9
月
平
壕
魚
市
揖
設
立
、
平
瞳
踊
襲
掘
間
組
合
発
足

お
年
2
月
4
5
平
器
市
議
事
堂
が
見
附
削
品
目
に
接
続

5
h
l
B
担
麗
懇
露
中
の
平
塩
駅
が
完
成

7
舟
1
自
平
閣
議
興
需
が
島
台
R
A障
を
中
心
と
し
て
関
越

日
月

n
g
市
首
平
韓
関
輔
崩
が
捜
ヱ
、
羽
川
口
第
一
一
回
競
輪
翼
施

出
尋
2
月
話
回
調
詞
融
髄
(
第
一
一
一
一
韓
漁
港
)
完
高

7
R
1日
第
二
四
半
壇
七
夕
ま
つ
D
開
銀
八
包
聞
で
人
出
廷
閉
山
万

幻
年
4
R
1日
罰
制
二
十
闇
年
記
念
式
典
単
行
。
人
口
五
八
、
ニ
間
同
一
人

世
帯
数
一
一
一
、
間
間
五
八
。
平
田
世
間
歌
発
議

8
月
第
一
田
市
民
体
帯
レ
ク
ジ
ェ

i
y
ョ
y
大
品
開
閉
鰭

問
羊
7
h片
は
M

日
中
部
組
村
が
A
門
品
叶
.
人
口
一
一
一
、
九
豆
四
人
、
世
帯
散
七
一

ニ
闇
楢
六
・
五
二
平
方
キ
ロ
メ
i
ト
ん

拍
汗
5
月
lh口
第
七
代
市
長
に
一
一
戸
川
貞
蛙
当
選
剖
年
4
R再
選
揖
八
代

日
月
初
日
顕
拍
回
同
民
陣
育
大
告
が
神
帝
川
県
で
開
曜
、
平
塩
南
町

諸
A
M場
主
輯
控
が
行
わ
れ
た

引品年
9
為
抽
島
中
郡
大
野
前
〈
盟
田
村
を
含
む
〉
@
神
題
材
e
揖
島
村
・

全
出
封
。
土
沢
村
・
問
時
村
矢
部
会
史
百
軒
し
た
，

人
口
二
七
、
九
八
八
人
投
帯
融
五
、
二
二
点

臼
年
s
h
l
h口
ま
ち
ぐ
る
み
一
労
掛
国
酬
は
じ
め
て
開
般

同
月
1
自
中
間
企
白
村
が
合
制
a

人
口
四
、
五
六
九
人
世
帯
散
七
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天
揖
溺
ケ
蒔
跨
は
、
天
城
山
田
景
観
ま
た
、
天
揖
品
開
ケ
酷
混
星
組
は
、
金
守
受
滋
賀
海
道
本
館
一
一
一
両
国
駅
か
ら
伊
マ
名
所
、
旧
照
、
祭
典
浄
建
白
潟
、

や
狩
厨
川
上
抵
の
渓
告
費
、
聾
盆
な
温
閉
闘
で
も
掲
盤
由
幸
い
混
串
と
し
て
知
ら
一
一
旦
輯
揖
軟
滋
雄
謂
唱
す
下
車
東
福
パ
ス
酷
八
丁
抽
出
、
七
福
神
霊
場
、
明
摺
帯
、
用

車
な
ど
に
吉
在
走
ら
れ
、
経
呈
と
文
芸
れ
て
い
る
e
Eの
岡

田

県

に

は

多

く

回

文

ケ

勘

沢

民

岱

、

部

り

宇

滋

牢

議

、

文

部

哲

の
年
輪
あ
る
観
光
地
で
あ
る
。
学
者
が
滞
在
し
て
お
り
、
川
端
厳
成
田
マ
ス
ポ
ー
ツ
@
レ
ク
施
設
悼
宵
セ

y

v
宿
的
踊
盤
町
営
同
国
民
宿
骨
、
紅
畠

な
か
で
も
昭
和
田
轟
自
前
件
聾
林
は
「
伊
立
。
踊
hM字
二
暫
山
牧
水
の

h
m
l、
鹿
内
温
水
プ
!
ル
、
農
村
理
蝿
禄
秘
セ
y
hタ
l
、
温
泉
旅
鶴
、
民
措

g
帯
林
を
症
か
し
た
露
民
自
健
全
な
レ
「
山
輔
の
離
」
、
井
上
捕
の
「
し
ろ
ば
改
善
セ

y
タ
l
、
キ

5
2泊
朝
、
野
舟
マ
温
県
湯
ケ
島
(
芯
膏

8
、
鈴
融

ク
ロ
ェ

l
vジ
ョ
ン
由
璃
と
し
て
、
昭
和
ん
ば
」
な
ど
有
名
な
作
品
が
苦
い
。
の
謀
、
テ
ニ
ス
崩
、
い
の
し
し
村
な
ど
沢
、
融
際
〈
F
稿
琴
、
吉
車
、
月
ケ

五
十
五
章
七
月
に
オ
1
プ
ジ
し
て
い
突
揖
瀦
ケ
島
町
の
紹
介
M

V

文
化
踊
盟
山
村
開
発
セ

y
タ
i
、
期
(
単
純
泉
)
、
樹
木
(
世
議
き

る
五
抗
体
韓
日
語
、
際
空
事
漠
流
マ
人
口
八
千
密
六
十
九
人
昭
和
の
雲
短
袋
持
博
物
館
、
伊
豆
マ
田
宮
特
融
春
山
手
新
字

な

ど

自

由

襲

警

基

礎

に

、

中

核

セ

マ

世

帯

数

ニ

千

八

土

ハ

戸

近

代

文

学

館

〉

渓

流

釣

夕

、

夏

川

遊

び

・

野

外

キ

ヤ

ジ
タ
ー
と
な
る
昭
和
田
轟
畠
擦
を
は
じ

y
プ
s

川
頼
ま
つ
り
、
軟
。
絃
事
・
書

出
、
大
河
端
キ
ャ
Y
4ノ
錦

、

液

晶

詑

道

、

の

乙

狩

り

、

帯

温

泉

・

い

由

し

し

ま

瞬

間

島

の

諜

な

ど

自

由

同

獄

に

親

し

む

た

め

つ

D

自
線
設
も
あ
る
，

sj1l和の森 -j欝?尺渓苦手 昭和の議集天棋自然体聾林は、滋生林や渓

流などの自然景観世基礎lこ、大111端キャジブ蝿、遊会伝道、野鳥田轟

開地などの席設を持っている。

天
城
湯
ケ
島
描
断
判
長
立
岩
範
男

事
F

#

越
で
あ
り
、
文
援
井
上
海
出
身

掛
瀦
滋
被
F

の
ゆ
か
b
の
一
一
地
で
も
あ
り
ム
ま
す
。

~
j剥
V
r

特
に
、
天
墨
始
拍
車
軍
機
偶
申
方

J
d徐
々

は

S
E
E
U問事

eskn患
亀
岳
れ
、
む
来
訪
吉
れ
た
由
緒
も
多

緋

宇

?

喝

い

m
Eで
あ
D
ま
ナ
。
先
殿
、
思
よ

1

h

u

支
皇
さ
却
位
玄
ナ
周
年
記
念
事

平
器
市
む
み
な
亭
ん
、

ζ
由
度
業
と
し
で
「
昭
和
白
諜
」
町
指
定

私
よ
い
υ

白
町
在
「
市
民
体
聾
由
控
受
け
、
歯
県
町
秒
暴
げ
て
品
館

空
由
同
」
一
指
定
を
い
が
を
嘉
手
U

遊
山
自
動
車
道
、
憲
議
、
キ
ャ

た

ιと
は
、
両
よ
白
田
耕
築
で
あ
ン
プ
埠
晶
骨
盤
掃
に
力
伊
校
い
で
ま

り一町、

Eto醤
び
に
場
主
会
い
り
詐
長
。

〈
お
礼
申
主
げ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
み
な
辛
ん
を
心
か

霊
山
は
事
折
々
の
撃
な
議
選
し
彦
、
関
黙
と
人
憎

い
自
熱
の
手
当
に
恵
ま
れ
、
楠
関
空
過
し
て
お
瓦
r
rに
住
吉
が
い
あ

き
出
る
潟
県
は
人
々
の
む
と
警
る
ふ
れ
あ
い
を
ぶ
ら
綴
百
も
の

な
Ci
手
υで
お
D
弟
子
@
日
本
一
で
あ
D
歩
手
。
ム
栓
さ

$p-フぞ

を
誇
る
山
詞
宇
υい
た
け
盈
義
務
己
申
広
大
な
諜
や
押
続
的
自
然
を

由
自
然
自
一
都
み
に
争
。
れ
る
山
輯
恕
い
の
場
と
し
て
と
利
用
点
託
、

の
揮
で
あ
D
ま
す

.ι
れ
ゆ
s往
L

指
定
L
r樟
器
四
き
ず
な
が
強
ま
る

t
m
楽
雑
多
田
文
人
間
酷
容
の
訪
れ
も

ζ

と
を
強
く
念
樹
し
、
撤
迎
の
あ

限
D
な
く
、
長
〈
の
名
停
を
生
ん
い
さ
つ
i

と
い
た
し
ま
す
。

平
塚
宮
内
は
、
今
年
で
市
制
施
狩
五
史
的
石
璃
み
を
愚
直
に
輯
み
璽
担
、
の
結
果
秒
行
敢
に
生
工
附
し
て
い
く
と
協
力
企
得
て
、
市
長
就
任
以
来
、
第

十
周
年
と
い
う
轟
か
し
い
擦
史
者
割
前
回
国
籍
祉
の
向
キ
L
帯
力
し
て
ま
い
と
と
し
て
い
ま
す
a

私
は
、
内
外
の
こ
抗
措
合
開
発
訂
翻
を
ベ

i
ス
に
、
r

み
ま
す
e

五
十
周
単
と
い
内
品
開
自
は
り
た
い
と
雪
卒
、
い
ま
す
。
諸
明
勢
や
財
政
が
離
し
い
状
況
田
中
教
育
、
文
化
、
福
祉
を
は
じ
め
、
行

五
十
年
世
田
苦
闘
年
に
訳
ぐ
大
曹
な
と
こ
ろ
で
、
結
構
白
高
団
長
由
時
で
も
、
施
政
に
つ
い
て
積
極
的
な
要
政
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
時
日
々
と
高

節
と
い
え
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
ζ
の
記
代
に
は
、
市
白
間
散
も
大
き
く
抑
ぴ
明
で
臨
ん
で
ま
い
り
ま
子
。

ζ
う
い
県
を
あ
げ
る
ζ
と
が
で
き
、
心
の
ふ

h
-
R
A
Z
Z
J

て
い
ま
し
一
た
自
で
、
新
規
事
業
も
施
う
時
期
に
ζ

そ
、
い
し
ゅ
く
す
る
乙
れ
あ
う
人
間
同
静
か
な
ま
ち
づ
ミ
り

:
 

k
i麗
曹
高
J
n
f

蜘
鯵
wv

に
ま
い
巡
し
て
お

D
ま
す
。

f
ι
iリト
事

攻

一

帯

第

四

設

の

卒

己

主

は

私

自

任

期

の

字

詰

年

同

開

;

一

旅

立

円

醐

臼

懇

命

一

j

一一

f
i
-
-
f
，

i

で
あ
る

ιと
富
常
し
、
事
・
去

離
露
払
斡
酢
d

平

塚

市

長

石

川

家

一

手

議

・

需

行

力

の

あ

る

市

政

連

i
i
i霊
-

媛

喝

詰

罫

め

、

市

制

五

十

周

勾

の

事

i
s
E号
1

摘
も
比
較
的
容
晶
に
展
開
す
る
C
と
と
な
く
市
政
の
方
向
指
ι
間
帯
し
、
計
い
事
業
率
警
合
め
、
明
る
い
時

念
す
ベ
曹
時
期
に
市
政
者
岳
割
以
d
d
H

せ
が
で
き
ま
し
た
。
低
高
長
時
代
に
入
図
的
に
行
前
の
進
麗
室
副
闘
っ
て
い
く
望
L
満
ち
た
心
白
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

ιと
は
、
裁
り
、
い
ま
は
同
国
・
地
方
を
通
じ
て
、
己
と
が
私
に
与
え
ら
れ
た
宍
務
で
あ
市
政
の
執
行
に
全
力
空
間
注
し
f
い

に
光
栄
な

ιと
で
あ
白
ま
す
。

ζ

れ
行
財
政
の
改
革
が
大
き
な
謀
題
と
な
る
と
と
も
に
、
市
政
に
対
す
る
市
浅
く
決
意
で
あ
り
ま
す
e

市
民
の
み
な

ま
で
知
人
逮
が
誤
ま
り
な
〈
誠
容
L

っ
て
い
ま
す
。
平
壇
市
で
も
市
役
所
の
信
頼
に
応
え
る
基
主
で
は
な
い
か
さ
ん
の
変
わ
ら
ぬ
と
支
授
、
む
間
内

務
み
よ
げ
て
ζ
bれ
た
開
援
在
蝉
間
決
内
に
行
問
教
事
務
改
善
番
員
会
を
設
と
鞘
臨
し
て
い
ま
す
.
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

し
、
択
の
世
代
の
た
由
に
新
た
な
握
置
し
て
、
十
分
に
審
議
を
現
ね
、
モ
幸
い
、
市
民
の
み
な
さ
ん
万
四
む

(3) 

天城自然体饗林天輯の原生林は、響町新

緑、変白深緑、駄の紅葉、 4のた〈ましい校

ぷむと、罰事の措捗なうつろいをそ田まま映

す自然由キャンパス.

費I営i霊泉プール山村荷発セジター内にあるお

む白本格的なプーノレ@お子援専用プ」ノレも晶り、

年中掠げる自が轄力。

九
O

面
積
七
・
二
五
平
方
J
M前

お
年
7
月
1
5
平
控
駅
構
内
自
長
問
地
予
滋
完
時

9
月
初
日
狩
跨
M

川
台
揖
平
境
市
内
に
毘
水
百
、
全
半
壊
}
エ
ハ
戸
等

九
年
4
月
1
日
平
塚
駅
間
口
柴
田
口
と
跨
錦

(ι
ぜ
ん
〉
舗
がJ
議

お
年
a
q
丹
市
宮
レ
罰
処
理
施
曲
が
大
神
に
完
蹴

日
月
2
日
第
一
一
回
程
棄
ま
つ
り
一
開
催

初
年
1
月
平
瞳
・
哩
木
間
新
県
議
が
完
属
〈
混
国
道
一
一
一
九
辱
翻
〉

幻
年
6
R
m
g
平
境
市
民
セ

y
タ
1
完
璃
〈
市
樹
一
ユ
ナ
潤
年
記
念
事
諜
)

叩
月
1
8
県
江
半
壇
画
課
高
等
学
校
制
立

お
年
4
月
初
日
第
九
代
市
長
に
加
藤
一
太
部
当
選
(
由
ち
十
代
十
一
代
〉

持
母
1
月
大
神
漕
掃
作
業
掃
の
新
ゴ
ミ
焼
却
調
完
成

日
月
3
日
新
市
庁
舟
完
成

9
自
に
開
庁

相
母
3
月
1
日
公
持
下
水
道
事
業
を
決
定

8
バ
朗
日
中
高
地
予
選
(
氾
玄
化
路
間
)
完
油
開

招
年
7
月
1
日
調
関
髄
岸
公
閣
に
訴
プ
ー
ル
一
一
一
つ
が
究
臨

如
苑
拍
日
サ
イ
ク
リ
ン
グ
揖
用
道
路
開
通

拍
年
初
月
1
沼
市
民
組
合
病
院
業
商
関
抽

拍
年
4
丹市
μ
H
口
市
立
問
問
題
揺
が
文
化
セ
y
b
m
I内
で
開
摺
式
単
行

8
月
9
B
平
均
棋
の
中
心
商
巌
簡
に
辞
行
者
究
開
闘
が
翼
抽
出

刊
H

月
幻
日
新
市
出
国
病
問
落
師
、
羽
羽
か
b
謀
説
開
始

組
年
1
舟
5
日
蝿
立
平
理
努
世
年
金
館
が
文
化
セ

y
タ
i
内
で
開
館
式

6
月
mu羽
海
丹
交
差
点
に
眼
下
初
回
横
断
地
予
世
議
完
崩

円引年
4
同月

1
8
市
制
包
十
潤
年
記
念
式
典
主
単
行

7
同月

mH口
広
川
四
五
掴
ケ
台
貝
梗
炉
問
削
指
定
史
跡
と
な
る

時
年
1
月
ー
は
七
十
揖
以
上
岩
人
区
塘
曹
が
無
料
と
な
る

6
R
i
b
g
公
共
下
水
道
処
理
空
間
賠

H
W
年
4
m
n幻
自
第
一
一
回
膿
化
ま
つ
り
開
臨

4
同
月
初
日
短
大
ゴ
ミ
臨
時
処
理
踊
が
完
成

初
年
3
同
月
認
臼
市
立
福
祉
畠
箆
が
完
部

4凸
片

U
B
第
十
二
代
前
廷
に
加
藤
摘
し
吉
当
選

9
Rお
百
市
立
博
物
館
が
叱
た
セ

y
タ
1
内
に
認
問

日
年
7
月
l
B
市
内
田
保
全
朝
木
と
保
全
樹
林
聖
指
定

9
一
月
羽
田
購
梓
宥
品
晴
樹
試
験
揖
移
転
陣
地
確
保
促
進
協
議
告
が
発
逗

幻
年
1
月
日
目
白
本
住
宅
会
一
国
高
村
極
地
色
入
患
者
葬
嵩

4
月
4
日
平
垣
市
の
人
口
が
お
万
人
を
唱
駿

泊
年
3
月
1
日
開
南
平
r
N
H
K半
塩
T
V題
関
語

同
年
1
丹
1
8
市
四
人
口
二

O
七
、
六
八
O
人
世
帯
数
五
九
、
一
ニ
九
O

4
月
幻
H
ロ
第
十
一
一
再
川
市
長
に
石
川
京
}
当
選

9
白月

n
s
県
立
五
積
ケ
台
語
棋
落
問
式

日ω牟
4
白川
2
日
市
立
教
習
A
M
館
落
問

7
月
1
日
市
立
動
労
会
餌
開
躍

何
年
6
丹
田
呂
び
わ
青
中
J

停
申
拍
車
一
が
土
宙
開
に
落
賦

8
月
8
H
第
一
回
平
場
前
な
ん
で
も
夜
市
在
開
曜

の
発
売

五
十
間
同
年
を
お
担
い
し
て
記
念

は
が
き
介
記
念
た
ほ

ι、
平
壇
叡

入
場
帯
主
発
売
し
て
い
る
固
輯
望

さ
れ
る
方
は
極
め
に
お
ま
め
か
心
。

O
記

念

た

ば

こ

マ
銘
柄
マ
イ
ル
ド
セ
ブ
ン

マ
発
売
B

4
月
1
日
か
ら

マ
発
掘
山
掲
げ7

市
内
の
た
ば

ι忠一

マ
金
額
百
八
+
内

。

記

念

は

が

き

マ
苑
揖
H

A
月
1
お
か
ら

マ
宛
売
市
期
所
平
塚
郵
冨
岡
本
局

マ
金
額
一
}
一
枚
一
組
二
百
五
十
円

。

平

塚

駅

入

場

券

マ
発
売
掲
所
平
塩
釈
旅
行
セ

y

タ
l

マ
金
額
一
一
一
枚
一
綴
一
エ
百
一
一
一
十
月

八
の
い
る
方

天
山
崎
務
ケ
南
町
介
花
巻
市
に
か
知
人

2
Aが
住
ん
で
い
る
立
ど
む

か
わ
り
む
吾
令
方
を
同
封
し
て
い
存
知
。
万
は
地
域
づ
と
り
諜
〈
電

る

。

話

お

i
一
一
一
一
内
朝
二
間
同
日
d

た
よ
え
ば
、
軍
族
四
ど
ち
吾
か
へ
お
知
ら
せ
を
3

町
出
身
地
で
あ
る
と
か
、
期
輯
や
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南

湖

椙
鰐
削
下
流
一
帯
は
、
ち
ょ
う
μ
品
開
設
怒
わ
せ
争
辛
う
な
広
々

と
ど
ん
湘
摺
階
}
宗
揮
地
帯
，
開
鮮
に
は
、
館
長

i
L山川

釣
り
灘
船
、
寵
釣

D
遊
語
、
前
加
ν
一摺な
P
伊
あ
り
、
採
光
融
制
識

が
盛
ん
，
夜
泣
花
火
大
晶
、
執
は
ハ
ぜ
釣

p十
〈

A
M
弘
品
開
か
れ
る
。

懲
罰
的
襲
五
+
選
む
地
.
線
開
の
襲
輯
と
丹
沢
連
掛
か

ら
一
世
謹
白
山
々
堂
で
見
渡
せ
る
説
襲
由
晶
巧
審
は
桜
と

y
yジ

の
お
花
園
晶
、
そ
を
ぶ
議
む
な
き
グ
コ

1
ス
と
富
田
人
炉
開
も

高
〈
、
年
間
五
十
万
人
近
い
観
光
客
で
に
吉
わ
っ
て
い
る
.

@
 

霊

長

い

石

署

警

告

っ

た

重

吉

器

産

、

市

震

や
溶
く
の
江
の
島
、
一
一
浦
半
島
田
跳
撃
が
絵
の
よ
忌
2
L昆
え
る
@

ま
た
、
松
岩
寺
か
ら
麗
出
を
鷲
っ
て
降
り
る
と
、
鰐
眠
時
型
的
関
に

出
る
。
岩
が
麗
な
り
島
い
揮
む
よ
う
に
探
れ
散
る
擦
は
襲
uhre

平
塚
砂
丘
夕
映
え

相
模
川
か
ら
花
水
川
ま
で
同
時
J
M仙
の
ヰ
壇
臨
岸
は
、
品
管
委
}
松

林
が
醜
く
自
酔
柄
。
ま
ま
由
紫
科
な
務
停
.
u
H
櫨
肢
は
懲
い
を
求
め

た
市
融
問
弁
投
げ
釣
り
の
害
で
に
苦
わ
う
。
野
L
、
箱
輯
選
出
に
涜

む
タ
認
に
映
し
山
同
事
れ
た
醤
援
す
ば
手
レ
い
。

@
 

市
脇
開
婦
問
初
端
申
告
地
。
曙
商
}
八
二
日
前
田
七
溜
持
は
、
昔
申

授
、
駿
開
、
安
一
阜
、
相
慣
、
安
涛
、
上
保
師
、
武
輯
む
七
溺
炉
一
認
で

書
た
と
い
わ
れ
奇
く
ら
い
、
乙
こ
か
ら
白
罷
観
は
ず

goし
い
。

遠
藤
鼠
は
、
初
封
典
!
っ
つ
じ
や
り

yド
ウ
由
花
が
美
し
く
世
〈
@

限
定
答
申
前
騎
神
社
自
境
内
に
は
、
桜
中
立
占
ゐ
大
観
、
哲

申
古
木
炉
多
く
、
設
学

p
uい
轟
要
塞
品
開
っ
て
お
り
、
笈
む
輯

壁£
τも
涼
し
い
.
構
内
に
「
木
の
蓄
を
脅
し
ん
か
ん
と

積
り
け
り
e
澗
鴻
」
め
句
碑
も
あ
る
。
響
雨
の
静
寂
苔
は
部
龍
的
。

品
親
子
笈
次
さ
ん
(
品
目
務
河
端
持
〉

昭
和
七
尋
問
問
月
一
何
回
は
、
私
炉
二
・
一
一
六
事
件
で
事
る
e

そ
し
て

海
軍
火
接
続
ハ
し
さ
に
会
議
妻
、
太
平
洋
戦
争
と
覇

し
が
喜
晶
る
e

高

量

的

綴

し

τ
h
g、
昭
和
二
十
年
匂
同
月
十

が
曹
れ
い
に
咲
い
て
い
た
e

そ
思
六
臼
申
申
努
九
よ
っ
て
閉
め
八
側
関

目
、
一
一
実
主
義
的
館
長
選
本
名
し
て
主
っ
た
$

制
が
施
行
苦
れ
た
@
酬
明
叫
間
二
十
九
四
ヰ
に
市
出
擦
駿
mw約

当
時
は
ぷ
持
品
可
L
木
繁
気
な
裁
で
あ
嘉
門
主
火
擁
ハ
輯
〉
炉
設

時
代
で
、
ロ
ン
ド
ジ
で
軍
縮
金
融
醐
立
苦
れ
て
か
ら
、
平
岡
輔
自
街
は
急

場
L
鰐
血
聞
と
な
旬
、
照
下
で
同
日
替

輸
血
唱
で
大

富
田
推
璃
君
主
人
芸
八
景
が
警
告
れ
た
田

制
定
的
議
慣
は
、
平
田
概
市
田
郷
土
の
務

hEな
る
よ
フ

な
、
警
も
親
あ
る
き
長
鷺
で
も
)
見
る
入
、

紛
れ
る
人

γ議
議
と
心
の
安
p

妥
量
号
卒
、
く
れ
る
よ

‘
フ
な
場
所
が
遊
ば
れ
て
い
る
.

金
目
用
と
観
音
堂

金
白
川
田
理
は
、
輔
が
回
世
楽
し
ま
せ
で
く
れ
る
。
ま
た
、
親

由
土
苧
坦
一
先
に
議
日
U
語
感
山
田
署
翻
訳
愈
と
水
神
掛
か
ら
望
む
丹

沢
、
大
山
田
夕
景
は
畏
し
い
.
金
百
観
晋
堂
は
、
夜
車
両
開
七
番
札

所
と
し
て
有
名
で
、
掠
い
盟
担
が
夕
日
に
映
え
て
ぬ
盤
的
で
あ
る
。
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